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第3福島第一原発事故による放射性物質の放出と飯舘村の放射能汚染

1福島第一原発事故の発生と放出された放射性物質

2011年3月l1日14時46分、東北地方太平洋沖地震が発生した。東京電力福島

第一原子力発電所の敷地を地震と津波が襲い、外部電源が失われ、ほとんどの非常

用発電機も水没し発電機能を喪失した。これまでの原子力発電所の安全審査ではま

ったく想定されていなかった、長時間の“全交流電源喪失”という事態に陥ったの

である。当時運転中であった1，2，3号機で原子炉の冷却が不能となり、3基の原

子炉すべてで核燃料が自らの崩壊熱によって溶融するメルトダウン事故が次々と起

こった。

冷却不能による核燃料の溶融、さらに燃料被覆管のジルコニウムー水反応、溶融

燃料とコンクリートの反応（コアコンクリート反応）などによって高温の水蒸気や

水素が発生し、これらは放射性物質を含んだまま原子炉圧力容器から格納容器、原

子炉建屋へ移行していったと東京電力は推定している。

福島第一原子力発電所事故の放射性物質放出量評価は、下記表のように東京電力

のほか内外の各機関、研究者らが行っておりその一例を示す（放出量の推定期間は

2011年（平成23年)3月12日から同年3月31日まで）。

表当社の推定結果と他機関での推定値

(注1)1PBq(ペタベクレル)=1000兆Bq=1015Bq

(注2)当社の推定値は,2桁目を四捨五入しており放出驍点のBq数希ガスは,0.5MeV換算値
(注3)nwES評価(国際原子力指標尺度）は，放射能量をよう素換算した値他機関との比較のた

め1-131とOs-137のみを対象とした｡(例;約50mq+約10mq×"(換算係勤＝約90mq)
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